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〔解答〕 
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これを解いて 10,0 <<< xx  …（答） 

 

【コメント】 

 よくある指数不等式です。3 次不等式はグラフを使って解くと分かりやすいですね。 

 

 

 Ⅱ．右の図の点 O から出発し, 硬貨を投げて表なら上に, 

裏なら右に 1 目盛ずつ進むとき, 次の問いに答えよ。 

1) 点 A に到達する確率を求めよ。 

2) 点Aに到達したとき, 点B経由である確率を求めよ。 

             （予想配点：1）10 点 2) 15 点） 

 

〔解答〕 

1) 上に 3 目盛, 右に 3 目盛進めばよいので, 6 回硬貨を投げて, 表が 3 回, 裏が 3 回出る確

率を求めればよい。 
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2) 点 A に到達するという事象を A, 点 B を通るという事象を B とおく。 

1) より, 
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点 B を経由して点 A に到達するという事象は A∩B で表され, その確率は,  O→B→A

と進む確率であるから  
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【コメント】 

反復試行と条件付き確率の基本問題です。教科書などで公式を確認しておきましょう。 
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 ),3,2,1( ⋅⋅⋅= 　　　n  で定義される数列 }{ na について,  

次の問いに答えよ。 

1) 一般項 na を求めよ。 

2) 無限級数 
∞

=1

1
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 の和を求めよ。      （予想配点：1）15 点 2) 15 点） 

 

〔解答〕 

1) 数列 }{ na の階差数列の一般項が 
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この式において 1=n  とすると 1321
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1
1 =⋅⋅⋅=a  となるので, この式は 1=n  のと

きも成り立つ。 
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ゆえに, 求める無限級数の和は 
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【コメント】 

1) は階差数列型の漸化式です。計算するだけですが, 記述式なので, 「き」と,成り立つ

旨の記述を忘れないようにしましょう。 

 2) は部分分数分解ができるかがポイントです。分母が 3 つの項の積になっている場合,  

      

 という式が使えることが多いので, 覚えておくとよいでしょう（本問は a＝0, b＝1）。 



 

 Ⅳ．座標平面上の 2 つの曲線 1:1 =xyC  )0( >x  と 24:
22

2 =+ yxC  について, 曲 

線 1C と曲線 2C の両方に接する直線の方程式を求めよ。    （予想配点：30 点） 

 

〔解答〕 
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とかける。この直線が曲線 2C にも接するので, ①と曲線 2C の方程式から y を消去して 
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この 2 次方程式が重解をもてばよいから, 判別式を D とすると 
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したがって, ①にこれらの値を代入すると, 求める直線の方程式は 

   )13(2)32(2),13(2)32(2 +++−=−+−−= xyxy 　  …（答） 

 

【別解】 

（〔解答〕の①を求めるところまでは同じ。） 
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次に, 曲線 2C 上の接点の座標を 
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整理して 0184
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